
■２月に２回市民公開講座を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院に患者さんをご紹介くださっている先生方には、感謝申し上げます。 

地域の皆様からの信頼に応え続けるために「アットホームなハイクラスの病院」 

を理念に取り組んでいます。 

 

 

 

 令和２年２月８日（土） 

 参加者数 ３８３名 

 ストップ 脳卒中 ―延ばそう健康寿命― 

 市民公開講座は、院内大会議室にて隔月に

開催しておりますが、市民の方々からの要望

もあり、より多くの方が参加できるように新

しい試みとして浜松駅前にある「えんてつホ

ール」にての開催を追加しました。 

脳神経外科部長      竹中 俊介 

脳卒中リハ看護認定看護師 磯田 恵巳 

理学療法士        大串 徹郎 

作業療法士        細田 裕亮 

薬剤師          内山 乃映 

管理栄養士        丸井 志織 

ＭＳＷ          寺田 美佐 

 

 令和２年２月２５日（火） 

 参加者 ３８名 

 第４３回 市民公開講座開催 

 「シミのお話」 ～治るシミ・治らないシミ・危ないシミとは？～ 

 当院の形成外科部長が市民の方々にも分かりやすいよう説明いたしました。 

 講師：形成外科部長 藤高 淳平 

  

令和２年 

 ３月号 

 第 427 号 



■循環器内科の治療について 

 

 

 

  

                     循環器内科非常勤医師 綿貫 正人 

 

 『D O A C にて抗凝固療法を行っていたにも関わらず、なぜ心原性脳梗塞を生じてしまっ 

たのか』 

 

前回、ワーファリンによる抗凝固療法の大きな課題の一つが、意図的な under dose であ

ることを示しましたが、D O A C ではどうでしょうか。 

D O A C の課題は 2013 年からの 2年間と 2015 年以降の問題点は変遷していることがデー

タより示唆されました。 

図１は D O A C 使用当初で DOAC 服用下にて心原性脳梗塞を生じた割合を示しています。 

図２ではこの 4名の内容を示します。 

２例が on label 通常容量でしたが、半数は off label の内容でした。 

 

＜図１＞                ＜図２＞ 

 

次に図３ 2015 年以降のデータを見てみましょう。 

 

＜図３＞ 

D O A C の使用が増加したため、D O A C 服用

下での心原性脳梗塞の割合が増加していま

す。 

 

図４は服用下で脳梗塞を生じた際の服薬状

況を示したデータです。 
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＜図４＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半数強が服薬不良あるいは術前・検査前などでの内服中断で脳梗塞が生じていることが判

明しました。 

Compliance の重要性と中断は最小限に止めることが重要であることがデータとして再確認

されました。 

D O A C に対する外来での服薬チェックや指導、教育を更に強化し続ける重要性が示唆さ

れました。 

ここまで抗凝固療法の課題を説明してきましたが、新規心原性脳梗塞患者の半数以上が脳

梗塞後に心房細動が判明しているという最大の問題点が残っています。 

この課題に対しての取り組みの一つとして、検診にての不整脈検出を促進する活動が強化

されてきています. 

また smart watch などの心房細動を自動診断する装置が、一般商品として購入することがで

きるようになってきていることが明るい話題です。 

 

＜図５＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DOAC服薬中脳梗塞14症例



 

 

第４３回 浜松ＥＡＳＴ医療連携セミナーの開催しました 

 

    令和２年１月２９日（水）に下記のとおり開催し、多くの方々にご参加いただき 

   ました。お忙しい中、参加いただきました先生方には感謝申し上げます。 

    今後の開催につきましても、連携医の先生方の参加をお待ちしております。 

 

記 

 

   ＜講演＞ 

    「高血圧治療ガイドライン２０１９改訂のポイントとそれを踏まえた厳格な 

     降圧療法」 

    演者：三重大学大学院 循環器・腎臓内科学 教授 伊藤 正明 先生 

 

    参加者：５８名 

 

がん医療従事者研修会を開催しました 

 

    令和２年２月１０日（月）に浜松医科大学医学部附属病院との共催で、下記の 

   とおり開催いたしました。 

 

記 

   ＜講演＞ 

    「小児・ＡＹＡ世代がんの治療と支援」 

    演者：浜松医科大学医学部附属病院 小児科 講師 坂口 公祥 先生 

 

 

第４４回 浜松ＥＡＳＴ医療連携セミナーの中止について 

    

   この度、新型コロナウイルスの感染予防対策として、３月１１日（水）に開催を予定 

  しておりました浜松ＥＡＳＴ医療連携セミナーは中止させていただきます。 

次回開催につきましては、今後の状況を踏まえ改めて広報いたします。 

    

 

 

主催：浜松医科大学医学部附属病院 共催：浜松ろうさい病院 後援：浜松市医師会 

 
独立行政法人 労働者健康安全機構    電話 053-411-0366    受付時間 

浜松ろうさい病院 地域医療連携室 fax 053-411-0315  月～金 8:15～18:00 土 8:15～12:00 

 


